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門真起子、田中里佳、有田佳代、金澤成行、萩原裕子、水野博司、MNC-QQ細胞のもたらす創傷治癒促進効果の解明、第26回形成外科学会基礎学術集会、大阪、2017

年10月20日

田中里佳、門真起子、柿沼裕介、平野理恵、藤村聡、水野博司、末梢血MNC-QQ細胞移植がもたらす創傷治癒学の未来、第47回日本創傷治癒学会、京都、2017年11月

27日

門真起子、田中里佳、有田佳代、金澤成行、萩原裕子、水野博司、末梢血単核球無血清生体外培養細胞のIn vitoroにおける創傷治癒促進効果、第47回日本創傷治癒学

会、京都、2017年11月28日

金澤成行、藤原貴史、馬込卓弥、市堀涼子、谷川智子、冨田興一、久保盾貴、田中里佳、水野博司、細川瓦、第47回日本創傷治癒学会、京都、2017年11月28日

岩本怜, 岡野美樹子, 横溝岳彦, 村上晶, 松田彰. マウスアレルギー性結膜炎モデルにおけるレゾルビンの効果. 第121回日本眼科学会, 東京, 2017年4月6-9日

平形寿彬, 李賢哲, 村上晶, 松田彰, 横溝岳彦. マウス眼球部位別の脂質の網羅的脂肪酸分子種解析. 第121回日本眼科学会, 東京, 2017年4月6-9日

門真起子、田中里佳、福田太郎、水野博司、当院外来診療における下肢潰瘍患者のPICO導入のための工夫、第9回日本下肢救済・足病学会学術集会、福岡、2017年5月

27日

市川佑一、中川雅裕、田中里佳、赤澤聡、上森友樹、三枝紀子、長島隼人、森正徳、皮弁術後の創感染症例における、創閉鎖術に向けた着脱式間歇洗浄型陰圧閉鎖療法
－手術はいつするのか、今でしょ－、第9回日本創傷外科学会総会・学術集会、岐阜、2017年7月6日

横溝岳彦. 炎症、免疫、バリア機能における2つのロイコトリエンB4受容体の役割. 第14回肺研究フォーラム, 東京,  2017年4月22日

田中里佳、梅山悠伊、萩原裕子、平野理恵、藤村聡、小川　令、水野博司、ケロイド患者末梢血における血管内皮前駆細胞の機能評価、第26回形成外科学会基礎学術集

会、大阪、2017年10月19日

金澤成行、市堀涼子、馬込卓也、谷川知子、藤原貴史、冨田興一、久保盾貴、田中里佳、水野博司、細川瓦、クロロゲン酸の皮膚繊維芽細胞増殖作用、第26回形成外科

学会基礎学術集会、大阪、2017年10月19日
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Takumi Itoh, Ryo Hatano, Haruna Otsuka, Noriaki Iwao, Satoshi Iwata, Taketo Yamada, Chikao Morimoto. IL-26 facilitates angiogenesis and skin

inflammation via inducing FGF2 production in a murine model of imiquimod-induced psoriasis. 第46回日本免疫学会. 仙台市. 2017年12月12-14日.

横溝岳彦. 生理活性脂質研究の醍醐味. 57回日本臨床化学会総会　特別講演, 札幌、2017年10月6-8日

古賀友紹, 佐々木文之, 佐伯和子, 奥野利明, 中尾光善, 横溝岳彦. ロイコトリエンB4第一受容体BLT1による免疫活性化機構の解析. 2017年度生命科学系学会合同年次

大会(ConBio2017),  神戸, 2017年12月6-9日

鵜澤博嗣, 古賀友紹, 佐伯和子, 宮塚健, 綿田裕孝, 横溝岳彦. ロイコトリエンA4水解酵素の代謝における解析. 2017年度生命科学系学会合同年次大会(ConBio2017), 神

戸, 2017年12月6-9日

Eriko Komiya, Ryo Hatano, Haruna Otsuka, Takumi Itoh, Hiroto Yamazaki, Mitsutoshi Tominaga, Kenji Takamori, Kei Ohnuma, Chikao Morimoto.

CD26/DPPIV regulates mechanical itch in a mechanistically distinct manner from chemical itch. 第42回日本研究皮膚科学会. 高知県. 2017年12月15-17日.

横溝岳彦. BLT2受容体の上皮保護作用. 第38回日本炎症・再生学会 (シンポジウム), 大阪, 2017年7月18-19日

原琢弥, 佐伯和子, 横溝岳彦. BLT2のC末端領域はBLT2の細胞間接着部位への局在に重要である. 2017年度生命科学系学会合同年次大会(ConBio2017), 神戸, 2017

年12月6-9日

上田誠二、鈴木祐介、臓器連関機序としての血管内皮障害、第47回日本腎臓学会西部学術大会、岡山、2017年10月13日-14日

鈴木祐介、IgA腎症の治療ターゲットとしての扁桃・粘膜免疫の可能性、第60回日本腎臓学会学術総会・サテライトシンポジウム、札幌、2017年7月1日

鈴木仁、IgA腎症の病態解明とバイオマーカーの開発、第60回日本腎臓学会学術総会、仙台、2017年5月26-28日

鈴木仁、Multi-Hit Pathogenetic Pathways in IgA Nephropathy、第60回日本腎臓学会学術総会、仙台、2017年5月26-28日

鈴木祐介、IgA腎症治療としてのAPRIL/BAFF阻害薬の可能性、第60回日本腎臓学会学術総会、仙台、2017年5月26-28日

高畑暁子、新井郷子、北田研人、荒木喜美、禾千絵子、牧田侑子、鈴木仁、中田純一郎、宮崎徹、鈴木祐介、IgA腎症の起炎性免疫複合体形成はAMIに依存する、第60

回日本腎臓学会学術総会、仙台、2017年5月26-28日

高橋敬子、上田誠二、小林敬、西山成、藤澤良秀、菅谷健、堀越哲、鈴木祐介、腎交感神経除神経は慢性間欠的低酸素によるレニン-アンジオテシン系と酸化ストレス亢進

を抑制することで睡眠時無呼吸症候群における高血圧発症を抑制する、第60回日本腎臓学会学術総会、仙台、2017年5月26-28日

鈴木祐介、IgA腎症の発症・進展における扁桃粘膜免疫異常、第35回日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー学会、旭川、2017年4月13-15日

高橋敬子、上田誠二、小林敬、西山成、藤沢良秀、本田大介、堀越哲、鈴木祐介、睡眠時無呼吸由来高血圧発症における腎交感神経の役割の解明、第40回日本高血圧

学会総会、愛媛、2017年10月20-22日
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区分 番号 国際共同

特別講演・
招待講演

1

特別講演・
招待講演

2

特別講演・
招待講演

3

Shimazu H, Munakata S, Tashiro Y, Salama Y, Eiamboonser S, Ohta Y, Onoda H, Tsuda Y, Okada Y, Nakauchi H, Heissig B and Hattori K.

Pharmacological targeting of plasmin prevents lethality and tissue damage in a murine model of macrophage activation syndrome. 第13回麒麟塾, 東京、

2017年7月1日

田中里佳、東西の連携から発信できる再生医療、市民フォーラム「これからの未来医療～未来医療、新時代！！～」、大阪、2017年2月12日

田中里佳、難治性潰瘍に対する 次世代型血管・組織再生治療の開発、東京都研究成果講演会、東京、2017年3月23日

発表者名、演題、学会名、場所、発表年月日等

Kamei M, Chiba A, Nagaishi T, Haga K, Miyake S: MAIT cells exacerbate the disease course of oxazolone colitis. 第46回日本免疫学会学術集会、仙台、2017年

12月13日

Murayama G, Chiba A, Amano H, Yamaji K, Tamura N, Miyake S: Role of Mucosal-associated invariant T cells in lupus pathogenesis. 第46回日本免疫学会

学術集会、仙台、2017年12月13日

Chiba A, Kamei M, Nagaishi T, Haga K, Miyake S: MAIT cells exacerbate the disease course of oxazolone colitis. 第46回日本免疫学会学術集会、仙台、2017年

12月13日

鈴木仁、牧田侑子、狩野俊樹、Novak　Jan、鈴木祐介、糖鎖異常IgA：IgA腎症と紫斑病性腎症における共通因子、第60回日本腎臓学会学術総会、仙台、2017年5月26-

28日

牧田侑子、鈴木仁、狩野俊樹、高畑暁子、Julian　Bruce、Novak　Jan、鈴木祐介、TLR9活性化による糖鎖異常IgAおよび免疫複合体形成機序の解明、第60回日本腎

臓学会学術総会、仙台、2017年5月26-28日

高橋敬子、上田誠二、小林敬、西山成、鈴木祐介、腎交感神経除神経は慢性間欠的低酸素によるレニン-アンジオテシン系と酸化ストレス亢進を抑制することで睡眠時無呼

吸症候群における高血圧発症を抑制する、第2回日本血管不全学会学術集会、東京、2017年4月16日

牧田侑子、鈴木　仁、狩野俊樹、Jan Novak、鈴木祐介、IgA腎症と紫斑病性腎炎の共通病的因子である糖鎖異常IgA1、第114回日本内科学会総会、東京、2017年4月

15日

西川桂子、小林敏之、樋野興夫： ラット由来Tsc2欠損ES細胞にみられるエピゲノム・遺伝子発現異常、第40回日本分子生物学会年会(2017年度生命科学系学会合同年次

大会)、神戸、2017年12月7日

村山豪、千葉麻子、天野　浩文、山路健、田村直人、三宅幸子.　ループスモデルにおけるMAIT細胞に関する解析．第61回日本リウマチ学会総会・学術集会、福岡、2017

年4月22日

野村篤史、村山豪、千葉麻子、三宅幸子.　FcγRⅡB-/-Yaaマウスにおける中枢神経免疫病態-新たな精神神経ループスモデルの可能性．第61回日本リウマチ学会総会・

学術集会、福岡、2017年4月22日

村山豪、千葉麻子、山路健、田村直人、三宅幸子.　ループスモデルにおけるMAIT細胞の解析．第45回日本臨床免疫学会総会、東京、2017年9月29日

Nomura A, Noto D, Murayama G, Chiba A, Miyake S: Comparative analysis of neuroinflammation in Lupus-prone mice. 第46回日本免疫学会学術集会、仙

台、2017年12月13日
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区分 番号 国際共同

知的財産権の
出願・取得等

1

知的財産権の
出願・取得等

2

区分 番号 国際共同

その他
（広報活動を含む）

1

発表者名・著者名、活動内容・タイトル等、掲載・発表情報等

田中里佳、血管を再生する細胞を血液から培養、、2017年10月18日発売、読売新聞医療部編「受けたい医療2018年版」

発明者名、発明の名称、出願番号

森本幾夫、波多野良、大沼圭、伊藤匠. 抗ヒトIL-26抗体. 特願2017-231439. 2017年12月1日.

三宅幸子、千葉麻子、炎症性疾患および虚血性疾患の改善剤　(仮）、特願2017-220591

Yokomizo T. 12-HHT/BLT2 axis protects acute lung injury. 58th ICBL, International Conference on the Bioscience of Lipids,  Invited lecture,  Zurich,

Switzerland2017/9/10-14

Yokomizo T. Biological roles of BLT receptors. 15th International Conference on Bioactive Lipids in Cancer, Inflammation and Related Diseases, Invited

Lecture,  Puerto Vallarta, Mexico2017/10/22-26

田中里佳、難治性潰瘍に対する 次世代型血管・組織再生治療の開発、2017 ワールド・アライアンス・フォーラム ＩＴあわじ会議、兵庫県、2017年3月27日

Suzuki Y. Mucosal immune dysregulation and galactose-deficient IgA1 production in IgA nephropathy. KSN 2017. 韓国（ソウル）、May 18-21, 2017

田中里佳、透析患者さんの足を救う！明日から役立つフットケア～下肢救済の知識、第3回透析患者の糖尿病診療セミナー、東京、2017年7月20日

田中里佳、糖尿病の下肢救済～フットケアから最先端治療～、第33回武蔵野糖尿病研究会、東京、2017年10月14日

田中里佳、フットケアから再生医療を駆使した順天堂下肢救済チーム医療、順天堂医院：透析医療における病診連携を共に考える会、東京、2017年12月9日

田中里佳、次世代の血管・組織治療開発～現状と今後の展望～、第19回KMU研究推進セミナー、石川県、2017年6月29日


